
地質学雑誌　第106巻　第3号　ユ89－204ページ，2000年3月

」∂蹴Gθo孟Soo　J⑳伽，　Vol．106，　No．3，　p．189－204，　March　2000　、

上総層群下部に挟在するKd　38火山灰層
一房総半島におけるその対比の再検討一＊

Kd38　volcanic　ash　bed　intercalated　in　the　lower　part　of　the　Kazusa　Group　in　the　Boso　Peninsula，
central　Japan：Reexamination　for　the　correlated　volcanic　ash　bed＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セットにした層序学的な追跡によって行われており，その対
　　　　　　　　　　は　じ　め　に　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比の信頼性の高さは，多くの研究者によって支持されてきた．

　地層中に保存された火山灰層は，野外の肉眼観察において　　　　しかしながら，最近，渡辺・檀原（1996）は火砕鍵層Kd　38

特徴的であり，記載岩石学的性質などの特性から対比の検討　　　について，房総半島東部の勝浦市佐野地域に見られる火砕鍵

が行えることなど，鍵層として非常に有効性が高い．また，　　　層Kd　38と西部の富津市高溝なぎの地域における岩相の違

火山灰は火山の爆発的な噴火活動によって広域に拡散し，　　いや記載岩石学的性質を検討し，その対比に問題があると指

陸，湖，海など場所を選ばず降灰し，地質学的に短時間に堆　　　摘している．これは，従来火砕鍵層Kd　38とされてきた鍵層

積し，保存された場合，同時間面をしめす鍵層として層序学　　　に模式地がなく，岩相層序学的研究（三梨，1954；川辺ほか，

的研究に重要な役割を果たしている．　　　　　　　　　　　　　1979），放射年代測定（原・楡井，1990；渡辺・檀原，1996），

　房総半島中央部に分布する上総層群は，日本の海成鮮新一　　古地磁気層序学的研究（新妻，1976），生層序学的研究（Oda，

更新統について模式層序とされている．これはこの地域の露　　　1977；佐藤・高山，1988；など）などの研究が特定の地域や

頭条件がよく，地層の欠落もほとんどないため，古くから多　　　ルートを対象としていたため，側方への連続性についての詳

くの層序学的研究が行われてきたことによる　（坂倉，1935；　　細な検討がなされてこなかったためであると考えられる．

三梨ほか，1959など），また，三梨（1954）や三梨ほか　　　上総層群下部に挟在する火砕鍵層Kd　38（三梨ほか，1959）

（1959），三梨ほか（1961），石和田ほか（197D，三梨ほか　　　は，上総層群下部の黒滝層と黄和田層が同時異相関係にある

（1976）等によって，火山灰層を鍵層とした詳細な地質図が作　　　ことを示した研究（三梨ほか，1959など）や，黒滝層形成に

成されており，これらを基に古地磁気層序学的研究，古生物　　　ついてのシーケンス層序学的研究（伊藤ほか，1992）などの

学的研究など，各種の層序学的研究がなされてきた（新妻，　　　研究において，重要な役割を担ってきた．また，火砕鍵層Kd

1976；Oda，1977；佐藤・高山，工988など）．これまで上総層　　　38は数層の火山灰層をセットに設定された鍵層であり（三梨

群における火山灰層の対比は，岩相といくっかの火山灰層を　　ほか，1959），そのうち最も下位にある火山灰層が黒川・富田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1995）によって大阪層群の福田火山灰層に対比され，吉川ほ

・日本地質学会第105年学術大会にて一部講演　　　　　　　　　　　か（1996）によってその広域性が示された．特にこの火山灰
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Fig．1．　Localities　of　sarnpling　Points　of　the

Kd　38　volcanic　ash．　Distribution　of　the

Kazusa　Group　is　simplified　Mitsunashi　and

Yamauchi（1988）．

層の挟在層準が鮮新一更新統境界付近にあることから，広域　　　層厚1，2001nで，主に塊状泥層からなるが養老川以東では砂

火山灰層としてもその重要性が指摘されている（吉川ほか，　　　層を挟む．黄和田層の分布は房総半島中部から東部にかけて

1996）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，西方に向かって層厚が薄くなり，黒滝層や十宮層に漸移

　以上のように重要視されている火砕鍵層Kd　38は，渡辺・　　する．黒滝層は最大層厚300　mで，主に凝灰質砂層からな

檀原（1996）でも述べられているように，上総層群内での対　　　り，4回の堆積シーケンスの形成に伴ってできたとされる

比を確かめることが，各種の層序学的研究を時間面で相互に　　　（伊藤ほか，1992）．黒滝層の分布は房総半島中部から東部に

対比するために必要かう重要である．そこで本論では，数層　　　かけてであるが，東方に分布する勝浦層から黄和田層までの

の火山灰層からなる火砕鍵層Kd　38のうち，大阪層群の福田　　　累層と同時異相の関係にある．十宮層は最大層厚300　mで，

火山灰層や魚沼層群の辻又川火山灰層と広域対比が行われて　　　主に凝灰質の砂層～泥質砂層からなり，房総半島西部に分布

いる火山灰層にっいて，房総半島東部～西部にいたる13か　　　する．　　　　　　　　　　　ゴ

膿麟聡麟灘篇繋皇鰻漏　　 火山灰の岩相記載と分析方法

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩相記載は，野外において層厚，色，粒度，堆積構造など

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　を記載した．粒度についてはFisher（1961）に従い，粗粒火
　　　　　　　　　　地質概説　　　　　山灰と細鰍山灰に区分し湘粒火山灰はさらに詳しく

　房総半島中央部には，鮮新一更新統の上総層群が広く分布　　　Wentworth（1922）の砕屑物の粒度区分に従って記載する．

し（Fig．1），最大層厚3，000　m以上で，その岩相は主に砂と　　また，粗粒火山灰は肉眼による構成物の詳しい観察が可能で

泥の互層からなり，一部礫層を挟む（三梨ほか，1979）．房総　　　あることから，ガラス質粗粒火山灰，フィールドネームでゴ

半島中部～東部の上総層群はその岩相から大きく下部・中　　　マシオ状と呼ばれている重鉱物粒の目立つ粗粒火山灰，黒色

部・上部に区分され，そのうち上総層群下部は，下位より黒　　　粗粒火山灰などに区分した．

滝層，勝浦層，浪花層，大原層，黄和田層，大田代層という　　　野外において採取した火山灰試料は，乾燥，秤量，洗浄後，

累層区分がなされている（三梨ほか，1979）．本論で述べる　　　1／4mmおよび1／16　mmの鯖で節別し，1／4　mm－1／16mm

Kd　38火山灰層は，東から西に向かって，黄和田層，黒滝層，　　の粒径のものについて，全鉱物組成，火山ガラスの形状・屈

十宮層へと順に挟在され（Fig．2），これらの累層は同時異相　　　折率，重鉱物組成の測定を行った．全鉱物組成，火山ガラス

関係にあるとされている（三梨ほか，＼1959）．黄和田層は最大　　　の形状，重鉱物組成は200粒以上同定し，粒数％で表した．



地質雑　106（3）　　　　　　　　　　　　上総層群下部に挟在するKd　38火山灰層　　　　　　　　　　　　　　　　　　191

Fig．2．　Lithostratigraphy　　of　the

lower　Kazusa　Group　（simplified

from　Mitsunashi　and　Yamauchi，
1988）．Magnetostratigraphy　（＊）is

simplified　Niitsuma（1976）．

火山ガラスの形状は吉川（1976）の分類に従った．火山ガラ　　黄和田層の略号である“Kd”と上位から下位の鍵層に対し順

スの屈折率測定は古澤地質調査事務所製の温度変化型屈折率　　　に付けられた通し番号からなっていることを考慮すると，黄

測定装置によって測定した．測定誤差は±0．0002程度である　　　和田層中の火山灰層の上下関係が理解される地域を模式地に

（古澤，1995）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設定するべきと思われる．また，三梨ほか（1959）では黄和

　　　　　火山灰の岩相および記載岩石学的腰　　馨購離欝鱒鵬森備錺震

1．Kd　38火山灰層（三梨ほか，1959；再定義）　　　　　　　　層の上下の地層が連続的に観察できることから，君津市黄和

　火砕鍵層Kd　38は，三梨ほか（ユ959）によって黄和田層中　　　田畑地域においてKd　38火山灰層が分布する君津市追原に

の火山灰層にっいて上位から下位に向かって38番目の鍵層　　　模式地を設定する．三梨・山内（1987）の火砕鍵層Kd　38　a～

として付けられた名称である．しかし，三梨ほか（1959）に　　dは房総半島東部では確認されておらず，鍵層としては不適

は火砕鍵層Kd　38の模式地の設定はなく，君津市折木沢（黒　　　切であることから本火山灰層の再定義により，今後は使用し

滝）の小櫃川沿い柱状図中に簡単な岩相記載があるのみであ　　　ないほうが良いと考えられ，今後，三梨・山内（1987）の火

る．ただし，三梨ほか（1959）において火砕鍵層Kd　38は，　　　砕鍵層Kd　38　a～dをしめす場合は，三梨（1954）の火砕鍵層

房総半島西部地域の十宮層に挟在する火砕鍵層To　1（三梨，　　　To　1を使用すべきと思われる．

1954）に対比されるとの記載がある．また，火砕鍵層To　1の　　　以下，　Kd　38火山灰層とされる各地点の火山灰層の岩相お

模式地は君津市大岩とされ，簡単な岩相記載が行われている　　　よび記載岩石学的性質を，模式地にっいて述べた後，東から

（三梨，1954），三梨ほか（1959）や三梨（1954）の記載によ　　　西へ位置するものの順に記載する．各地点においては，いく

れば，火砕鍵層Kd38は細粒火山灰と粗粒火山灰からなる1　　っかの層準にっいて試料採取した．各地点における記載岩石

層の火山灰層とその上位にある3層の粗粒火山灰層をセット　　学的性質を下位の層準のものより順に述べる．岩相記載およ

とした鍵層である，その後，三梨・山内（1987）は火砕鍵層　　　び火山灰試料採取地点はFig．1に，各地点の火山灰層柱状図

Kd　38をKd　38　a，　b，　c，　d，　eという5層，原・楡井（1990）は火　　をFig．3に，記載岩石学的性質をTable　1に示す．なお，　Kd

砕鍵層Kd　38　a，　b，　c，　eという4層を記載している．これらの　　　38火山灰層の露頭位置にっいては，三梨（1954），三梨ほか

記載はいずれも十宮層ないし黒滝層中の火砕鍵層Kd　38に　　　（1961），三梨ほか（1976），三梨ほか（1959），三梨・山内

っいて行っている．しかし渡辺・檀原（1996）が指摘してい　　　（1987），三梨・山内（1988）などに記載されている．また，

るように，養老川以東の黄和田層中においては，三梨・山内　　　川辺ほか（1979）の火砕岩鍵層TM　3は火砕鍵層Kd　38（三梨

（1987）の火砕鍵層Kd　38　a～dは追跡されず，火砕鍵層Kd　　ほか，1959）にほぼ相当するとあり，その露頭位置が記載さ

38eが一般に火砕鍵層Kd　38と呼ばれている（三梨ほか，　　　れている．

1979）．三梨・山内（1987）の火砕鍵層Kd　38eは，大阪層i群　　　［模式地］君津市追原，小櫃川支流（OP）

の福田火山灰層と広域対比が行われ，対比した黒川・富田　　　［模式地における岩相］層厚20cm．下部0．5　cm以下は黒色

（1995）はKd　38火山灰層，富田・黒川（1997）は火山灰鍵層　　　極細粒砂～細粒砂サイズの粗粒火山灰．その上位4cmは明

Kd　38と呼び，その広域性を示した吉川ほか（1996）はKd　38　　褐色細粒火山灰で平行葉理が発達する，その上位6cmは明

火山灰層と呼んでいる．以上の事は今後名称による混乱を招　　　褐色細粒火山灰．その上位3cm以下は明灰色細粒火山灰で，

くことが予想される．そこで本論では，房総半島東部から西　　　その下底面は乱れており生痕が見られる．その上位8cmは

部まで広く追跡できるとされる火砕鍵層Kd38（三梨ほか，　　　明褐色細粒火山灰で上部は平行葉理が発達する．黄和田層と

1959）のうち，実際に追跡され，広域対比が行われている火　　　黒滝層の漸移部付近の黄和田層中にあり，砂質シルト層に挟

砕鍵層Kd38e（三梨・山内，1987）をKd　38火山灰層として　　　まれる．

再定義する．模式地については，火砕鍵層Kd　38がもともと　　　［模式地における記載岩石学的性質］黒色粗粒火山灰部（OP一
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Table　1・　Petrographic　properties　of　the　Kd　38　volcanic　ash　and　Kd　38．2　volcanic　ash　at　each　place　and　horizon．

sampIing　point sampling　P組 Mi回er朗composi直on Shape　of　glass　sbalds Re丘acdve　index　of　g】asses Heavy　minelal　composi樋on

dver　oπoad 1i由ofacles No， GI　z　Fel　HM Ha　Hb　Ca　Cb　Ta　Tb　Ot mode BiAmoHbOxCx　ZrA　O
麓‘38uoIoanio　a5h 齢●d

Koshikoma（Shikoma　R．〉 upper　palt（li－re－br　fine　as塾） KK－2 95　0　3　2 5　16　34　21　io　13　　1 1．498－1．555（1．501－1．503） 0　　6　　0　　51　20　　0　　1　22

lower　pa詫（CBG　cosd　a曲） KK－1 25　0　52　23 5　17　30　20　17　10　　1 1．500■t531（1．500印1．503） 0　　　6　　0　　60　　21　　0　　　0　　13

Seki（Mina敦）R） upper　p猟（翌i－re－b1　Hne　ash） SK－1 98　0　2　　＊ 12　28　23　17　12　　8　　＊ 1．501－1．551（1．501－1，503） 8　　19　　0　27　　12　　4　　0　30

Takamizo（Takago　R） upPeπpart（li－re－br　f量ne　ash） TK－2 93　0　7　＊ 6　14　34　19　14　11　　2 1．498・1．556（1．500瞬1．503》 1　　15　　0　　37　　11　　0　　　0　　36

Iower　pa麓（CBG　mesd　ash） TK－1 63　0　25　12 4　13　14　10　47　12　　0 t497・1．555 0　　10　　0　　53　　19　　0　　0　　18

Honoki（KoiωR．） upper　p雌（腫一re－br㎞e　ash〕 HN－4 98　　＊　2　　＊ 9　21　27　13　18　11　　1 1．501・1．557（1．501－t503） ＊　　16　　0　　36　　14　　　1　　2　　31

middle　palt（bL　mesd　ash） HN－3 66　0　19　15 7　22　21　12　26　　8　　4 1．501■1．506（1．501－t503） 0　　5　　0　46　　17　　0　　1　31

mjddle　pa蛇（C8G　cosd　ash） HN－2 78　0　15　7 13　28　20　　6　23　10　　0 で．500・t506 0　　13　　0　36　21　　＊　　1　29

lower　p皿（wh．　v飴d　ash） HN－1 98　　准　2　＊ 10　29　25　13　　9　11　　3 t500・1．504 ＊　　3　　0　　33　　6　　　1　　　1　56

Oiwa（Ko量ao　R．） ロpperpa憲t（h－Fe－bf　fine　asぬ） 01－2 97　0　3　　承 9　18　24　17　20　12　　0 乳498・1．556（1．500幽1．504） 1　　8　　0　　50　　19　　0　　　0　　22

lower　palt（CRG　mesd　ash） OI－1 29　0　48　23 4　12　25　11　36　コ2　　0 1．496。t556（t500－1．502） 0　　4　　0　51　29　　0　　0　16

Orildzawa（Obi捻u　R） ロpper　paπt（li－re－br　f量ne　asb） 00－3 98　　0　　2　　＊ 11　21　32　13　　8　13　　2 1．499・1．558（1．499騨1．503） 1　40　　0　　16　　9　　0　　1　33

mjddle　pa並（CRG　v◎osd　ash） 00－2 91　0　8　1 9　21　24　13　18　15　　＊ 1．500・1．511（1．500”1．502） 1　　8　　0　　52　26　　0　　1　可2

Iower　p臨（wh．且ne　ash） 00－1 92　0　7　　ホ 6　19　19　15　「17　21　　3 1．501・1，503 4　　13　　0　49　　7　　1　　0　26

Od】dzawa（工oggj∬g　rゆad） UPP巳rpalt（h－re－br　fhle　ash） OR－3 99　0　1　ホ 9　21　25　18　17　　8　　2 1．501－，．556σ。501－1．504） 1　21　　0　36　15　　＊　　1　26

middle　pa虻（CFG　co虹ash） OR－2 90　0　5　5 11　23　25　11　15　r目　　4 1．500・1．512（1．500三1。504） 0　　　9　　　ネ　38　　15　　　＊　　1　　37

10wer　palt（wh．fine　as駈） OR－1 93　　＊　7　　＊ 15　27　26　13　　9　　8　　2 喚’．500・1，504 5　　6　　0　　31　　8　　　＊　　1　　49

Oppara（Obi蜘R．） middle　part（H－br　fine　ash＞ OP－2 99　0　1　廓 8　22　24　11　27　　8　　＊ 1．501・1．560（1．501－rl．503） 3　32　　0　39　　5　　3　　4　　14

10wer　p飢（bL制ash） OP－1 53　1　18　28 5　22　29　19　10　　4　11 1．499－1．560（1．499－1．506） ＊　　1　　0　49　　6　　0　　1　43

Yoko鴉（Ts鵬㎜面R．） Iower　pa眈（li－br　flne　ash） YK－1 98　0　　2　　琳 9　22　22　20　18　　9　　0 1．501－1．558（1．501－1．503） 　　　　　　　　　一V　　43　　0　　27　　9　　　3　　2　　9

Kais』o（logging　mad） upper　p町t（腫一ye－b1㎞e　ash） 1ζS－5 99　0　1　虚 12　30　29　16　　8　　5　　＊ 1．501・1，505 2　　32　　＊　26　　5　　7　　0　28

middie　pa：t（CBG　vcosd　ash） KS－4 60　＊　35　5 7　13　28　　6　37　　7　　2 1．501－1．550ぐ1，5014．503） 0　　　5　　0　　65　28　　　0　　0　　2

middle　part（CBG　mesd　ash） 1ζS－3 58　＊　30　12 9　13　29　12う22　12　　3 1．501■1．529（1．50’1■1．512） 0　　8　　0　61　29　　0　　0　　2

Iower　pa践（w翫一pi　fine　ash） 1くS－2 97　　＊　3　　乗 8　10　30　17　22　12　　1 1．501幽1．556（1．501－1。505） 4　　42　　＊　25　　5　　4　　0　20

10wer　p郎（wh－ye且ne　ash） KS－1 96　0　　3　　1 11　20　28　12　18　11　　0 1．502・1，505 11　　26　　0　　17　　7　　2　　　0　　37

Hhasawa（Hkasawa　R．） upper　part（w翫．負ne　ash） HR．4 99　0　　1　　＊ 噂5　23　20　21　13　　8　　＊ 1．503－t509《1．503－1．504） 21　45　　0　　6　　2　　6　　6　　14

middle　part（CBGfisd　ash） HR－3 95　0　　5　　＊ 17　29　26　12　11　　5　　0 1．502曽1．557（1，502－1．504） 10　29　　0　32　　11　　4　　1　13

middie　part（w監．fhe　ash） HR・2 98　0　2　　串 10　25　28　12　16　　9　　＊ 1．503．1．552（1．503－1．504） 15　　38　　0　　14　　　1　　3　　4　　25

bwer　part（wh曾血ne　asb） HR31 90　0　9　1 4　18　19　13　27　16　　3 1．502・1，506 31　　27　　0　　　3　　0　　　4　　　1　　34

Sano（lsumi　R．） upper　paτt（w量1。　fine　ash） SN－3 gg　o　　＊　零 14　22　22　17　15　10　　0 1．501儒1．512（1。501－1，504） 8　　51　　0　　3　　8　　　3　　0　　27

midd甚e　part（wh．　v£sd　ash） SN－2 99　0　0　串 6　24　18　17　17　16　　2 1．501．1．550（t501－t505） 15　　24　　0　　　1　　1　　9　　0　　50

10wer　p繊（w翫．　vf3d　ash） SN－1 98　0　　2　　恥 12　22　．23　16　17　　9　　1 1．502－t504 5　24　　0　　＊　　0　　7　　0　　64

SImo（lch圭no　R．） UPI鳩r　pan（wh．血Be　ash） SI・2 97　0　3　　唯 15　14　19　20　20　　9　　3 1．502－t556（1．502－1．505） 0　　12　　0　40　21　　4　　4　　19

10wer　part（CBG　vf調ash） SI－1 91　0　9　零 11　16　13　　8　29　19　　4 1．501・1．504 5　42　　0　　1　　＊　　4　　2　46

麗d38．2　uoloa餉io　ash bod
Seki（MinaめR） 10wer　part（mesd　CBG　ash） SK－B 17　0　55　28 0　　＊　　6　　0　88　　5　　1 1，505・1．513 0　　15　　0　　35　　32　　　0　　　1　　17

Takamizo（Takago　R．） 】ower　part（fisd　CBG　as塾） TK－B 30　　＊　50　20 0　　1　　1　　＊　87　11　　＊ 1．504・1，512 0　　13　　0　45　25　　0　　＊　17

Oppara（Obi剛R．） Iower　part（mesd　CHG　ash） OP－B 15　0　62　23 0　　歌　　2　　1　86　11　　0 1．503・1，515 0　　11　　0　45　23　　0　　1　20

Yokoze（Ts蹴sumo蹟R） Iower　part（mesd　CBG　ash） YK－R 35　0　46　19 ＊　　0　　5　　＊　84　11　　0 1．504・1，511 0　　15　　0　39　32　　0　　1　　13

Ka孟sho（置ogging　roaの 10wer　part（mesd　CBG　ash） KS－B 38　　＊　45　17 0　　1　　7　　2　82　　8　　0 t505・1．512 0　　15　　0　　46　　34　　　0　　　＊　　5

Hhasawa（Hhasawa　R） 10wer　part（mesd　CBG　asb） HR－B 15　＊　67　18 0　　0　　5　　＊　87　　8　　0 1．505・1．512 0　　11　　0　　52　　28　　　0　　2　　　7

Sa鳳o（ls㎜i　R） 10wer　part（mesd　CBG　a曲） SN－B 23　　0　55　22 1　　唯　　7　　1　81　　9　　0 1．503・1，513 0　　13　　0　46　35　　0　　2　　4

Sano　Ic㎞QR． 10wer　art　mesd　CBG　ash SI－B 18　　＊　65　17 0　　0　　3　　0　87　10　　　＊ 1．505・1，512 0　　22　　　0　　44　　27　　　0　　2　　　5

R．：dver，　h一㎎・br：魅ght　peddish　bmwn　colored，　bL：black　cololed，　wh．：white　cololed，　wh－br：whitish　brown　colored，1i－br：light　bmwn　colo磁ed，　li－ye－br：豆ight

yellowish　bmwn　colored，　wh－ye：whi樋sh　ye】10w　colored，　wh－pi：wh鷺ish　pink　colored，　CBG：conspicuous　black　grain，　v愈d：ve軍y　fine　sand　size，　fisd：fine　sand

size，　mesd：mα1i㎜s㎜d　si鴉，　cosd：co町se　sand　si鴉，　vcosd：ve印co謝sand　size，　Gl：glおs，　Qz：q蝋z，　Fe1：㈱sp飢，　HM：heavy　minel記，　Ha，　Hb，　c鶴cb，

Ta，　Tb，　Ot：glass　shape（Yoshikawa，1976），　Bi：biodte，　Am：amphibole，　oHbl　oxyhomblende，　Opx：orthopyroxene，　Cpx：cHnopyroxene，　Zr：zircon，　Ap：apatite，

Opq：opaque　minera1，＊：1ess　1％

1）は，火山ガラスが多く，重鉱物，長石，少量の石英を含む．　　山灰質シルトとの薄互層．その上位約80cmは暗褐色火山灰

火山ガラスの形状は中間型〉扁平型〉多孔質型で，その屈折　　　質シルト．その上位約330cmは白色～桃白色の細粒火山灰

率は1．499－1．560（モード値1．499－1．506）である，重鉱物は斜　　　で，一部分火山灰質シルトを挟む，黄和田層中に挟在し，下
　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
方輝石および不透明鉱物が多く，単斜輝石，少量の角閃石，　　　位は泥層で，上位は不明．

燐灰石，極少量の黒雲母を含む．細粒火山灰部（OP－2；基底　　　記載岩石学的性質：最下部の重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰部

から6cmの層準）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，　　（SI－1）は，火山ガラスを主体とし，長石，極少量の重鉱物を

極少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型≒多孔質　　　含む．火山ガラスの形状は多孔質型〉扁平型〉中間型で，そ

型≒扁平型で，その屈折率はL501一ユ．560（モード値1．501一　　の屈折率は1．501－1．504である．重鉱物は不透明鉱物，角閃石

1．503）である。’重鉱物は斜方輝石および角閃石が多く，不透　　　が多く，少量の黒雲母，ジルコン，斜方輝石，燐灰石，極少

明鉱物，少量の単斜輝石，燐灰石，黒雲母，ジルコンを含む．　　量の単斜輝石を含む．細粒火山灰部（SI－2；基底からUOcm

勝浦市佐野，市野川（SI）　　　　　　　　　　　　　　　　　の層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，極

岩相：層厚420cm以上で，上限は不明．基底から約ユOcm　　　少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型〉扁平型〉

は極細粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰と緑灰色火　　　多孔質型で，その屈折率は1．502－1．556（モード値1．502一
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1．505）である．重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝石，不透明　　　雲母，斜方輝石，少量の燐灰石，ジルコン，単斜輝石を含む．

鉱物，角閃石，少量のジルコン，燐灰石を含む．　　　　　　　　細粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰部（HR－3；基底

勝浦市佐野，夷隅川（SN）　　　　　　　　　　　　　　　　から45　cmの層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，少量

岩相：層厚約570cm以上で，上限は不明．基底から6cmは　　　の長石，極少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は扁平型

白色極細粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰と褐色火　　　〉中間型〉多孔質型で，その屈折率は1．502－1．557（モード値

山灰質シルトの薄互層．その上位20～29cmは暗褐色の火山　　　1．502－1．504）である．重鉱物は斜方輝石，角閃石，不透明鉱

灰質シルトからなる．その上位8～23cmは明褐色極細粒砂　　　物，単斜輝石，黒雲母，少量のジルコン，燐灰石を含む．細

サイズのやや重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰からなり，コンボ　　　粒火山灰部（HR－4；基底から170　cmの層準で採取）は，火山

リュート葉理が発達する．その上位12cmは褐白色火山灰質　　　ガラスを主体とし，少量の長石，極少量の重鉱物を含む．火

シルトで生痕が発達し，上部に厚さ1cmで最大径20　cmの　　　山ガラスの形状は中間型≒扁平型〉多孔質型で，その屈折率

シルトの偽礫を含む．その上位約32cmは褐色火山灰質シル　　　は1．503－1．509（モード値1．503－1．504）である．重鉱物は角閃

トからなる．その上位480cmは明褐色細粒火山灰および褐　　　石，黒雲母，不透明鉱物，斜方輝石，ジルコン，燐灰石，少

色火山灰質シルトからなる．黄和田層中に挟在し，下位は泥　　　量の単斜輝石を含む．

層で，上位は不明．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大多喜町会所東方，大森林道第二支線（KS）

記載岩石学的性質：最下部の重鉱物粒の目立つ粗粒火山灰部　　　岩相：層厚約1，100cm以上で上限は不明．基底から3cmは

（SN－1）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，極少量の重　　　明黄色細粒火山灰．その上位10cmは桃白色細粒火山灰，そ

鉱物を含む，火山ガラスの形状は中間型≒扁平型〉多孔質型　　　の上位15cmは白色中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒

で，その屈折率は1．502－1．504である．重鉱物は不透明鉱物が　　　火山灰で，中部に最大径8mmの軽石を含み，上部は平行葉

多く，角閃石，ジルコン，少量の黒雲母，極少量の斜方輝石　　　理が発達する．その上位30cmは白色～桃白色細粒火山灰

を含む，重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰部（SN－2；基底から40　　で，平行葉理が発達する；’その上位27　cmは明黄褐色細粒火

cmの層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，極少量の重鉱　　　山灰で，コンボリュート葉理が発達する．その上位60　cmは

物を含む．火山ガラスの形状は中間型≒多孔質型〉扁平型　　　明黄褐色極細粒砂サイズのガラス質火山灰である．その上位

で，その屈折率は1．501－1．550（モード値1．50H．505）であ　　　40　cmは黄白色細粒火山灰でコンボリュート葉理が発達す

る，重鉱物は不透明鉱物が多く，角閃石，黒雲母，ジルコン，　　る．その上位130cmは明黄褐色極細粒砂サイズのガラス質

少量の斜方輝石，単斜輝石を含む．細粒火山灰部（SN－3；基　　　火山灰である．その上位約780　cmは明黄褐色極細粒砂サイ

底から220cmの層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，極　　　ズのガラス質火山灰で，弱い平行葉理が発達する．黄和田層

少量の長石，重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型≒扁　　　中に挟在し，下位は泥層．上位は不明．

平型〉多孔質型で，その屈折率は1．501－1．512（モード値　　記載岩石学的性質：最下部の細粒火山灰部（KS－1）は，火山

1．501－1．504）である．重鉱物は角閃石が多く，不透明鉱物，黒　　　ガラスを主体とし，少量の長石，重鉱物を含む．火山ガラス

雲母，単斜輝石，少量の斜方輝石，ジルコンを含む．　　　　　　の形状は中間型〉扁平型≒多孔質型で，その屈折率は1．502一

大多喜町平沢，平沢川支流（HR）　　　　　　　　　　　　　　1，505である．重鉱物は不透明鉱物，角閃石，斜方輝石，黒雲

岩相：層厚約500cm．基底から2cmは白色細粒火山灰．そ　　　母，単斜輝石，少量のジルコンを含む．細粒火山灰部（KS一

の上位3cmは明褐色火山灰質シルト．その上位4cmは白色　　　2；基底から6cmの層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，

細粒火山灰で，平行葉理が発達する．その上位5cmは褐白　　　少量の長石，極少量の石英，重鉱物を含む．火山ガラスの形

色火山灰質シルト．その上位28cmは白色細粒火山灰．その　　　状は中間型〉多孔質型〉扁平型で，その屈折率は1．501－1．556

上位7crnは粒径2～4mmの軽石まじり明褐色細粒火山灰　　　（モード値1．501－1．505）である．重鉱物は角閃石が多く，斜方

で，側方は細粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰であ　　　輝石，不透明鉱物，少量の単斜輝石，黒雲母，ジルコン，極

る，その上位25cmは灰白～黄白色細粒火山灰でコンボ　　　少量の酸化角閃石を含む．中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ

リュート葉理が見られる．その上位約50cmは灰白色細粒火　　　粗粒火山灰部（KS－3；基底から18Clnの層準で採取）は，火

山灰で，中部に平行葉理が発達し，上部には生痕が見られる．　　山ガラスが多く，長石，重鉱物，極少量の石英を含む．火山

その上位約380cmは灰白色細粒火山灰からなる．黄和田層　　　ガラスの形状は中間型〉多孔質型〉扁平型で，その屈折率は

中に挟在し，泥層に挟まれる．　　　　　　　　　　　　　　　1．50H．529（モード値1．501－1．512）である．重鉱物は斜方輝

記載岩石学的性質：最下部の細粒火山灰部（HR－1）は，火山　　　石が多く，単斜輝石，角閃石，少量の不透明鉱物を含む．中

ガラスを主体とし，長石，少量の重鉱物を含む．火山ガラス　　　粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰部の軽石を含む層

の形状は多孔質型〉中間型〉扁平型で，その屈折率は1．502一　　準（KS－4；基底から21cmの層準で採取）は，火山ガラスが

1．506である．重鉱物は不透明鉱物，黒雲母，角閃石，少量の　　　多く，長石，少量の重鉱物，極少量の石英を含む．火山ガラ

ジルコン，斜方輝石，燐灰石を含む．細粒火山灰部（HR－2；　　スの形状は多孔質型〉中間型〉扁平型で，その屈折率は

基底から45cmの層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，　　　1．501－1．550（モード値1．501－1．503）である．重鉱物は斜方輝

少量の長石，極少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中　　　石が多く，単斜輝石，少量の角閃石，不透明鉱物を含む．極

間型≒扁平型〉多孔質型で，その屈折率は1．503－1．552（モー　　細粒砂サイズのガラス質火山灰部（KS－5；基底から100　cm

ド値1．503－1．504）である．重鉱物は角閃石，不透明鉱物，黒　　　の層準で採取）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，極
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少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型≒扁平型〉　　粒砂サイズのやや重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰で，中部付近

多孔質型で，その屈折率は1．501－1，505である，重鉱物は角閃　　　が最も粗粒で平行葉理が発達し，基底面は乱れている，これ

石，不透明鉱物，斜方輝石，ジルコン，少量の単斜輝石，黒　　　は吉川ほか（1996）のユニットA2にあたる．その上位23

雲母，極少量の酸化角閃石を含む．　　　　　　　　　「　　　　cmは赤褐色細粒火山灰からなる．これは吉川ほか（1996）の

大多喜町横瀬北方，筒森川（YK）　　　　　　　’　　　　　ユニットBにあたる．ただし，側方では本ユニットの下部15

岩相：層厚18cm．基底から0．3　crn以下は黒色細粒砂サイズ　　　cmにコンボリュート葉理が発達し，下位の粗粒火山灰を塊

の粗粒火山灰．その上位18cmは明褐色細粒火山灰で，下部　　　状に含んでいる．黒滝層中に挟在し，凝灰質砂層に挟まれる．

と上部に平行葉理が発達する．黄和田層中に挟在し，泥層に　　　記載岩石学的性質：最下部の白色細粒火山灰部（00－1）は，

挟まれる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山ガラスを主体とし，長石，極少量の重鉱物を含む．火山

記載岩石学的性質：細粒火山灰部（YK－1）は，火山ガラスを　　　ガラスの形状は多孔質型≒中間型〉扁平型で，その屈折率は

主体とし，少量の長石，極少量の重鉱物を含む．火山ガラス　　　1．501－1．503である．重鉱物は斜方輝石が多く，不透明鉱物，

の形状は中間型〉扁平型≒多孔質型で，その屈折率は1．501一　　角閃石，単斜輝石，少量の黒雲母，ジルコンを含む．やや重

1．558（モード値1．501－r503）である．重鉱物は角閃石が多　　　鉱物粒の目立っ粗粒火山灰部（00－2；基底から15　cmの層

く，斜方輝石，単斜輝石，不透明鉱物，黒雲母，少量のジル　　　準）は，火山ガラスを主体とし，長石，少量の重鉱物を含む．

コン，燐灰石を含む．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山ガラスの形状は中間型≒多孔質型≒扁平型で，その屈折

君津市折木沢（黒滝），林道（OR）　　　　　　　　　　　　　　率は1．500－1．511（モード値1．500－1．502）である，重鉱物は斜

岩相：層厚140cm．基底から10cmは白色細粒火山灰で，そ　　　方輝石が多く，単斜輝石，不透明鉱物，角閃石，少量の黒雲

の上位20cmは細粒砂～中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ　　　母，燐灰石を含む．赤褐色細粒火山灰部（00－3；基底から28

粗粒火山灰で上方細粒化している．その上位25cmは白色細　　　cmの層準）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，極少量

粒火山灰で，上部はコンボリュート葉理が発達する，その上　　　の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型〉扁平型〉多孔

位50crnは中粒砂サイズの重鉱物粒が目立つ粗粒火山灰で，　　質型で，その屈折率は1．499－L558（モード値1．499－1．503）で

コンボリュート葉理が発達し，葉理にそって塊状に白色細粒　　　ある．重鉱物は角閃石および不透明鉱物が多く，斜方輝石，

火山灰を含む，その上位17cmは赤褐色細粒火山灰で，白色　　　単斜輝石，少量の黒雲母，燐i灰石を含む．

細粒火山灰の薄層を含む，その上位12cmは灰色細粒砂サイ　　　君津市大岩，小糸川（OI）

ズの粗粒火山灰で，平行葉理が発達する．その上位6cmは　　　　この地点は三梨（1954）の火砕鍵層To1の模式地となって

赤灰色細粒火山灰で，平行葉理が発達する，黒滝層中に挟在　　　いる．

し，凝灰質砂層に挟まれる．　　　　　　　　　　　　　　　　　岩相：層厚23cm．基底から5cmは，黒色～暗灰色中粒砂～

記載岩石学的性質：最下部の白色細粒火山灰部（OR－1）は，　　　粗粒砂サイズの重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰で，上部は斜交

火山ガラスを主体とし，長石，極少量の石英，重鉱物を含む．∫　　葉理が発達する．その上位18cmは明赤褐色細粒火山灰で，

火山ガラスの形状は扁平型≒中間型〉多孔質型で，その屈折　　　その下部は平行葉理が発達し貝殻片および黒色極細粒砂サイ

率は1．500－L504である．重鉱物は不透明鉱物，斜方輝石が多　　　ズの粗粒火山灰を含む．上面は生痕が見られる．十宮層中に

く，単斜輝石，角閃石，少量の黒雲母，燐灰石，極少量のジ　　　挟在し，凝灰質砂層に挟まれる．

ルコンを含む．重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰部（OR－2；基底　　　記載岩石学的性質：最下部の暗灰色粗粒火山灰部（OI－1）は，

から20cmの層準）は，火山ガラスを主体とし，少量の長石，　　長石が多く，火山ガラス，重鉱物を含む．火山ガラスの形状

重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型≒扁平型〉多孔質　　　は多孔質型〉中間型〉扁平型で，その屈折率は1．496－1．556

型で，その屈折率はユ．500－1．512（モード値ユ、500－1．504）であ　　　（モード値1．500－1．502）である．重鉱物は斜方輝石が多く，単

る．重鉱物は斜方輝石，不透明鉱物が多く，単斜輝石，角閃　　　斜輝石，不透明鉱物，少量の角閃石を含む，明赤褐色細粒火

石，少量の燐灰石，極少量の酸化角閃石，ジルコンを含む．　　　山灰部（OI－2；基底から7cmの層準）は，火山ガラスを主体

赤褐色細粒火山灰部（OR－3；基底からユ10cmの層準）は，火　　　とし，少量の長石，極少量の重鉱物を含む．火山ガラスの形

山ガラスを主体とし，少量の長石，極少量の重鉱物を含む．　　　状は中間型〉多孔質型≒扁平型で，その屈折率は1．498－1．556

火山ガラスの形状は中間型〉扁平型≒多孔質型で，その屈折　　　（モード値1・500－1・504）である・重鉱物は斜方輝石が多く，不

率は1．501－1．556（モード値1．501－L504⊃である．重鉱物は斜　　　透明鉱物，単斜輝石，角閃石，少量の黒雲母を含む．

方輝石，不透明鉱物，角閃石，単斜輝石，少量の黒雲母，燐　　　君津市法ノ木，小糸川支流（HN）

灰石，極少量のジルコンを含む．　　　　　　　　　　　　　　　岩相：層厚約25cm．基底から8cm以下は白色細粒火山灰．

君津市折木沢（黒滝），小櫃川（00）　　　　　　　　　　　　その上位0～7cmは明灰色中粒～粗粒砂サイズのやや重鉱

　この地点は，本火山灰の広域性を示した吉川ほか（1996）　　　物粒の目立つ粗粒火山灰で，平行葉理が発達する，その上位

によって記載が行われており，下位よりユニットAユ，A2，　B　　1～3cmは黒色細粒砂～中粒砂サイズの粗粒火山灰で，貝殻

の3つのユニットに区分されている．　　　　　　　　　　　　片を含む．その上位10～15cmは明赤褐色の細粒火山灰で，

岩相：層厚45cm，基底から10　cmは白色細粒火山灰で，上　　　生痕が見られ，下部は粗粒火山灰がレンズ状に含まれ斜交葉

方細粒化サイクルが2回ある．これは吉川ほか（1996）のユ　　　理が発達する．十宮層中に挟在し，凝灰質砂層に挟まれる．

ニットA1にあたる．その上位12cmは明灰色細粒砂～極粗　　　記載岩石学的性質：最下部の白色細粒火山灰部（HN－1）は，
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火山ガラスを主体とし，少量の長石を含み，極少量の石英，　　岩相：層厚23cm．基底から16cmは黒色～灰色の細粒砂～

重鉱物を含む．火山ガラスの形状は扁平型≒中間型〉多孔質　　　粗粒砂サイズの重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰で，上方細粒化

型で，その屈折率は1．500－1．504である．重鉱物は不透明鉱　　　し，中部に2層の黒色極細粒砂サイズの粗粒火山灰の薄層を

物，斜方輝石が多く，単斜輝石，少量の角閃石，ジルコン，　　　挟む．その上位7cmは明赤褐色細粒火山灰で，下部は塊状

燐灰石，極少量の黒雲母を含む．重鉱物粒の目立っ粗粒火山　　　に細粒砂～中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰を含

灰部（HN－2；基底から9cmの層準）は，火山ガラスが多く，　　み，生痕が見られる．十宮層中に挟在し，凝灰質砂層に挟ま

長石，重鉱物を含む．火山ガラスの形状は扁平型〉多孔質型　　　れる．

〉中間型で，その屈折率は1．500－1．506である．重鉱物は斜方　　　記載岩石学的性質：最下部の灰色重鉱物粒の目立っ粗粒火山

輝石，不透明鉱物，単斜輝石，角閃石，少量の燐灰石，極少　　　灰部（KK－1）は，長石が多く，火山ガラス，重鉱物を含む，

量のジルコンを含む．黒色粗粒火山灰部（｝IN－3；基底から10　　火山ガラスの形状は中間型〉多孔質型≒扁平型で，その屈折

cmの層準）は，火山ガラスが多く，長石，重鉱物を含む．火　　　率は1．500－1．531（モード値1．500－1．503）である．重鉱物は斜

山ガラスの形状は多孔質型≒中間型≒扁平型で，その屈折率　　　方輝石が多く，単斜輝石，不透明鉱物，角閃石を含む，明赤

は1．501－1．506（モード値1．501－1．503）である．重鉱物は斜方　　　褐色細粒火山灰部（KK－2；基底から18cmの層準）は，火山

輝石，不透明鉱物が多く，単斜輝石，少量の角閃石，燐灰石　　　ガラスを主体どし，少量の長石，重鉱物を含む．火山ガラス

を含む．明赤褐色細粒火山灰部（HN－4；17cmの層準）は，　　　の形状は中間型〉多孔質型≒扁平型で，その屈折率は1．498一

火山ガラスを主体とし，少量の長石，極少量の石英，重鉱物　　　1．555（モード値1．501－1．503）である．重鉱物は斜方輝石が多

を含む．火山ガラスの形状は中間型〉扁平型≒多孔質型で，　　　＜，不透明鉱物，単斜輝石，角閃石，少量の燐灰石を含む．

その屈折率は1．501－1．557（モード値1．501－1．503）である．重　 2．Kd　38．2火山灰層（新称）

鉱物は斜方輝石，不透明鉱物が多く，角閃石，単斜輝石，少　　　　Kd　38火山灰層の模式地である君津市追原では，21cm下

量の燐灰石，ジルコン，極少量の黒雲母を含む．　　　　　　　位に重鉱物粒が目立つ粗粒火山灰層が挟在する．本火山灰層

富津市高溝南東方，高宕川（TIO　　　　　　　　　　　　　　をKd　38．2火山灰層とする．また，　Kd　38火山灰層とされる

岩相：層厚13cm．基底から0．5～2cmは暗灰色細粒砂～中　　　他のいくっかの地点にも14～70　cm下位に重鉱物粒が目立

粒砂サイズの重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰．その上位1．5cm　　　つ粗粒火山灰層が挟在している．以下，それらの火山灰層に

は明赤褐色細粒火山灰で，黒色極細粒砂サイズの粗粒火山灰　　　っいて模式地の岩相と記載岩石学的性質にっいて述べた後，

の薄層を下部に挟み，下部は斜交葉理が発達し，上部は平行　　　房総半島東部から西部へ順に記載する．模式地を含む岩相記

葉理が発達する．その上位9～11cmは赤褐色細粒火山灰で，　　載地点および火山灰試料採取地点はFig．1に，各地点の火山

弱い斜交葉理が発達する．十宮層中に挟在し，凝灰質砂層に　　　灰層柱状図をFig．3に，記載岩石学的性質をTable　1に示

挟まれる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す，

記載岩石学的性質：最下部の重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰部　　　［模式地］君津市追原，小櫃川支流（OP－B）

（TK－1）は，火山ガラスが多く，長石，重鉱物を含む．火山ガ　　　［模式地における岩相］層厚3cm．白色，細粒砂～中粒砂サ

ラスの形状は多孔質型〉中間型〉扁平型で，その屈折率は　　イズの重鉱物粒が目立っ粗粒火山灰．Kd　38火山灰層の21

1．497－1．555である．重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝石，不　　　cm下位に挟在する．

透明鉱物，角閃石を含む．明赤褐色細粒火山灰部（TK－2；基　　［模式地における記載岩石学的性質］長石が多く，重鉱物，火

底から5crnの層準）は，火山ガラスを主体とし，長石，極少　　　山ガラスを含む．火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折

量の重鉱物を含む．火山ガラスの形状は中間型〉多孔質型≒　　率は1．503－1．515である．重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝

扁平型で，その屈折率は1．498－1．556（モード値1．500－1．503）　　　石，不透明鉱物，角閃石，少量の燐灰石を含む．

である．重鉱物は斜方輝石，不透明鉱物が多く，角閃石，単　　　勝浦市佐野，市野川（SI－B）

斜輝石，少量の黒雲母を含む．　　　　　　　　　　　　　　　　岩相：層厚2．5cm．白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ

富津市関，湊川（SK）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粗粒火山灰．　Kd　38火山灰層の50cm下位に挟在する．

岩相：層厚約30cm．明赤褐色細粒火山灰で，全体的に生痕　　　記載岩石学的性質：長石が多く，火山ガラス，重鉱物，極少

が見られる．火山灰が観察される層準の下位3cmは露頭が　　　量の石英を含む．火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折

えぐれて欠如しているため下限は不明．十宮層中に挟在し，　　　率は1．505－1．512である．重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝

上位は凝灰質砂層で，下位は不明．ただし，欠如している層　　　石，角閃石，少量の不透明鉱物，燐灰石を含む，

準の下位は凝灰質砂層である．　　　　　　　　　　　　　　勝浦市佐野，夷隅川（SN－B）

記載岩石学的性質：明赤褐色細粒火山灰（SK－1）は，火山ガ　　　岩相：層厚4cm．白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗

ラスを主体とし，少量の長石と極少量の重鉱物を含む．火山　　　粒火山灰．Kd　38火山灰層の59　cm下位に挟在する．

ガラスの形状は扁平型≒中間型〉多孔質型で，その屈折率は　　　記載岩石学的性質：長石が多く，火山ガラス，重鉱物を含む．

1．50H．551（モード値1．501－1．503）である．重鉱物は不透明　　　火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折率は1．503－1．513

鉱物，斜方輝石，角閃石，単斜輝石，黒雲母，少量のジルコ　　　である．重鉱物は斜方輝石，単斜輝石が多く，角閃石，少量

ンからなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の不透明鉱物，燐灰石を含む．

富津市小志駒，志駒川（KK）　　　　　　　　　　　　　　　　大多喜町平沢，平沢川支流（HR－B）
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岩相：層厚4cm，白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗　　　に示す．まず類似する岩相によって区分される各地域内での

粒火山灰．Kd38火山灰層の約65　cm下位に挟在する，　　　　　対比を検討し，その後各地域間での対比について検討をす

記載岩石学的性質：長石が多く，重鉱物，火山ガラス，極少　　　る．

量の石英を含む．火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折　　　類似する岩相によって分けられる地域内での対比の検討

率は1．505－1，512である，重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝　　　佐野～会所地域

石，角閃石，不透明鉱物，少量の燐灰石を含む，　　　　　　　　佐野～会所地域のKd　38火山灰層は層厚数mで，主に黄

大多喜町会所東方，大森林道第二支線（KS－B）　　　　　　　　　白～白色細粒火山灰からなる．いずれの地点でも下部～中部

岩相：層厚3cm．白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗　　　は弱い平行葉理や薄互層が見られ，コンボリュート葉理が発

粒火山灰．Kd　38火山灰層の63cm下位に挟在する．　　　　　達する．ただし，会所と平沢は中部に粗粒砂サイズ以上の粒

記載岩石学的性質：長石が多く，火山ガラス，重鉱物，極少　　　径の粗粒火山灰を含み，佐野の2地点では基底から数cmに

量の石英を含む．火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折　　　極細粒砂サイズの粗粒火山灰を含むなど，若干の違いはあ

率は1．505－1、512である．重鉱物は斜方輝石，単斜輝石が多　　　る．記載岩石学的性質はほとんどの層準で火山ガラスを主体

く，角閃石，少量の不透明鉱物，極少量の燐灰石を含む，　　　　とし，火山ガラスの形状は多孔質型を含む扁平～中間型であ

大多喜町横瀬北方，筒森川（YK・B）　　　　　　　　　　　　　る．火山ガラスの屈折率は各地域の基底部で1．501－1．506付

岩相：層厚3cm．白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ粗一　近にあり，その他の層準は高屈折率火山ガラスを含む1．500一

粒火山灰，Kd　38火山灰層の33　cm下位に挟在する．　　　　　1．560である．重鉱物はどの層準でも角閃石を多く含み類似

記載岩石学的性質：長石が多く，火山ガラス，重鉱物を含む．　　　している．ただし，会所の粗粒火山灰部（KS－3，4）や市野川

火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折率は1．504－1．5H　　　沿いの佐野の中部（SI－2）などは斜方輝石，単斜輝石が多いな

である，重鉱物は斜方輝石，単斜輝石が多く，角閃石，不透　　　どの一部の層準にっいての違いが見られる．しかし，岩相の

明鉱物，少量の燐灰石を含む，　　　　　　　　　　　　　　　　類似性や記載岩石学的性質の類似性から，佐野～会所地域の

富津市高溝南東方，高宕川（TK－B）　　　　　　　　　　　　　各地点におけるKd　38火山灰層は対比することができる．

岩相：層厚2cm以下．白色細粒砂サイズの重鉱物粒が目立　　　横瀬～追原地域

っ粗粒火山灰，Kd　38火山灰層の10cm下位に挟在する．　　　　　横瀬～追原地域は2地点のみであるが，層厚約20　cmで，

記載岩石学的性質：長石が多く，火山ガラス，重鉱物，極少　　基底部にある層厚数mmの黒色粗粒火山灰とその上位の平

量の石英を含む，火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折　　　行葉理の発達する明褐色～明灰色細粒火山灰からなり，岩相

率は1．504－1．512である．重鉱物は斜方輝石が多く，単斜輝　　　は類似する．記載岩石学的性質は両地点の細粒火山灰とも火

石，角閃石，不透明鉱物，極少量の燐灰石を含む．　　　　　　　山ガラスを主体とし，火山ガラスの形状は多孔質型を含む扁

富津市関，湊川くSK－B）　　　　　　　　　　　　　　　　　平～中間型である．火山ガラスの屈折率は1。501－1．560で

岩相：層厚3～4cm．白色，中粒砂サイズの重鉱物粒が目立っ　　　1．501－1．503付近を主体とする．重鉱物組成は斜方輝石と角閃

粗粒火山灰．Kd　38火山灰層の16　cm下位に挟在する．　　　　　石が多く，構成鉱物も類似する．よって，横瀬～追原地域の

記載岩石学的性質：長石が多く，重鉱物，火山ガラスを含む．　　各地点におけるKd　38火山灰層は対比することができる．

火山ガラスの形状は多孔質型で，その屈折率は1，505－1．513　　折木沢～小志駒地域

である．重鉱物は斜方輝石，単斜輝石が多く，角閃石，不透　　　　折木沢～小志駒地域のKd　38火山灰層は，層厚十数cm～

明鉱物，少量の燐灰石を含む．　　　　　　　　　　　　　　　数十cmである．広域対比の行われた折木沢のKd　38火山灰

　　房総半島におけるKd38火山灰層の対止ヒの再検討　聡型緊囎羨灘驚鑓勲燃

　Kd　38火山灰層は，養老川を境とし，東方の佐野～会所と　　　色細粒火山灰からなるユニットBという3っのユニットに

西方の追原～小志駒で大きく層厚が異なっている（Fig．3）．　　　区分されている．これらの3っのユニットすべてがみられる

また，養老川以西にっいても，泥層が卓越する黄和田層中に　　　のは折木沢および法ノ木のみであるが，全地点に共通するの

挟在するKd38火山灰層と，凝灰質砂層からなる黒滝層や十　　　は，粗粒火山灰の上位に赤褐色細粒火山灰をもつことであ

宮層中に挟在するKd　38火山灰層は岩相が異なっている．た　　　る．本地域のKd　38火山灰層は，吉川ほか（1996）で区分さ
　　　　　　　　　　　　　で
だし，各地域別に見ればそれぞれの岩相は類似しており，岩　　　れた3っのユニットごとにその対比を検討する．

相によって大きく3っの地域に分けることができる．それら　　　折木沢および法ノ木に見られる白色細粒火山灰（ユニット

は，層厚数mで主に黄白～白色細粒火山灰からなる養老川　　　A1）は，火山ガラスを主体とし，火山ガラスの形状は多孔質

以東地域の佐野～会所地域，層厚約20cmで平行葉理の発達　　　型を含む扁平～中間型で，その屈折率が1．500－1．504付近で

する明褐色～明灰色細粒火山灰からなる横瀬～追原地域，層　　　ある．重鉱物は斜方輝石を主体とし，構成鉱物も類似してい

厚十数cm～数十cmで細粒火山灰と粗粒火山灰からなる折　　る．関以外の地点で観察される粗粒火山灰（ユニットA2）

木沢～小志駒地域である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，火山ガラスの形状が多孔質型を含む扁平～中間型で，そ

　以下では，岩相と記載岩石学的性質からKd　38火山灰層の　　　の屈折率は高屈折率ガラスを含むレンジの広いものと含まな

対比の検討を行う．各地点における，層準ごとの火山ガラス　　　いレンジの狭いものがあるが，1．500－1．503付近を主体どす

の屈折率および重鉱物組成を柱状図に付けたものをFig．4　　る．また，重鉱物は斜方輝石と単斜輝石が多く，構成鉱物も
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類似する．赤褐色細粒火山灰（ユニットB）は，火山ガラスの　　　含まない層準があることでは類似するが，重鉱物は佐野～会

形状が多孔質型を含む扁平～中間型で，その屈折率が1。498一　　所地域の多くの層準で角閃石を主体とするものが多いのに対

1．558と高屈折率ガラスを含みレンジが広く，1．500－1．503付　　　し，横瀬～追原地域は斜方輝石と角閃石を主体とする．折木

近を主体とする．また，重鉱物は斜方輝石を主体とするもの　　沢～小志駒地域ではユニット間で違いがあるものの，斜方輝

が多いが，下位にある粗粒火山灰に比べて角閃石が多く，構　　　石が多く，3つの地域間で異なっている．っまり，各地域間の

成鉱物も類似する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kd　38火山灰層は，岩相が異なっていることと，各ユニット

　すなわち，本地域のほとんどの地点で観察される粗粒火山　　　で異なる記載岩石学的性質をもっことから，直接対比するこ

灰と赤色細粒火山灰の2っのユニットは，そめ岩相と記載岩　　　とは困難である．ただし，養老川以西の横瀬～追原地域，折

石学的性質は類似する．折木沢と法ノ木にっいては，下部に　　　木沢～小志駒地域の2地域については，三梨・山内（1987）

白色細粒火山灰を伴い，これらの記載岩石学的性質も類似す　　　によって，その上位にある火砕鍵層Kd　38　a～dとされた重

る．折木沢と法ノ木以外の地点では下部に白色細粒火山灰が　　　鉱物粒が目立っ粗粒火山灰とのセットによる層序学的な対比

ないが，法ノ木でも白色細粒火山灰がレンズ状に挟在するこ　　　が行われている．それに対し，養老川以東地域には火砕鍵層

とから，他の地点では白色細粒火山灰が削剥されたと考えら　　Kd　38　a～d（三梨・山内，1987）がなく，従来の研究では養老

れる．以上のことから折木沢～小志駒地域の各地点における　　　川以東と以西のKd　38火山灰層が層序学的に対比されてい

Kd　38火山灰層は，吉川ほか（1996）が区分したユニットA1，　　たが，その根拠は示されていない．

A2，　Bの各ユニットごとに対比できる．また，これら3っの　　　　しかし，模式地のKd　38火山灰層の下位にはKd　38．2火山

ユニットは吉川ほか（1996）が示したように，ユニットごと　　灰層が挟在し，佐野～会所地域，横瀬～追原地域はすべての

に記載岩石学的性質が異なっている．火山ガラスの屈折率は　　　地点において，折木沢～小志駒地域で2地点において層厚数

各ユニットとも工．500－1．503付近を主体とするが，ユニット　　cmの重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰層が存在する．この火山

Bは1．550－1．560程度の高屈折率火山ガラスを含む．また，ユ　　　灰はすべての地点において長石が多く，火山ガラスの形状は

ニットA1の欠けている地点のユニットA2は，高屈折率火　　　多孔質型を主体とし，その屈折率は1．503－1．515で，重鉱物は

山ガラスを含む．しかし，吉川ほか（1996）ではユニットA2　　斜方輝石と単斜輝石が多く，角閃石を11～20％程度含むと

の火山ガラスの屈折率は，1．499－1．504で高屈折率火山ガラス　　　いった記載岩石学的性質を持っ．上総層群中・下部には層厚

を含まないとしている．これは上位にあるユニットBに生痕　　　数cmの重鉱物粒の目立っ粗粒火山灰が多く挟在するが，こ

が見られることから，ユニットBの堆積後生物の活動によっ　　のような特徴を持っ重鉱物粒の目立つ粗粒火山灰は，会所の

て，上位にあるユニットBから下位のユニットA2へ高屈折　　　Kd　38．2火山灰層にあたる里口（1995）で記載された試料番号

率火山ガラスがもたらされた可能性や，ユニットBの下部に　　　151のみであり，この火山灰層は鍵層として有効である．し

弱い堆積構造が見られることから，ユニットBの堆積初期に　　　たがって，3っの地域間でKd　38．2火山灰層が対比されるこ

ユニットA2の再移動による堆積によって高屈折率火山ガラ　　　とから，全地域のKd38火山灰層は層序学的に近接している

スが混入した可能性がある．重鉱物にっいては，白色細粒火　　　といえる．さらに，Kd　38火山灰層とKd　38．2火山灰層の間

山灰のユニットA1と粗粒火山灰のA2が斜方輝石を多く含　　の層厚が東方から西方に向かって薄くなっており，上総層群

み，赤褐色細粒火山灰のユニットBは斜方輝石が多く，下位　　　下部が東方から西方に向かって収敏している（三梨ほか，

のユニットA1，　A　2に比べて角閃石を多く含む傾向にある．　　　1959）ことと整合的であることから，全地域のKd　38火山灰

ところで，法ノ木ではユニットA2とBの間にスコリア様の　　　層はほぼ同層準といえる．また，佐野～会所地域や横瀬～追

黒色粗粒火山灰を挟む．この記載岩石学的性質はユニットA　　　原地域は平行葉理やコンボリュート葉理が発達する降灰後の

1やA2に類似しており，粒径はユニットA2に類似するが，　　再移動によって堆積した再堆積成の火山灰虐であると考えら

岩相は他のユニットとは異なっており特徴的である．これは　　　れる．それに対し，折木沢～小志駒地域，特に折木沢のKd

吉川ほか（1996）では記載されておらず，新たなユニットで　　　38火山灰層はユニットA2がやや再移動しているものの，ユ

ある可能性がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニットA1およびBは降灰後の再移動がほとんどない火山

　類似する岩相によって区分される地域間での対比の検討　　　　灰層といえる（吉川ほか，1996）．このことは，折木沢～小志

　以上述べたように，類似する岩相によって区分される各地　　　駒地域が降灰時の火山灰の性質を残しているのに対し，佐野

域内において，各地点のKd　38火山灰層は対比できる．以下　　　～会所地域や横瀬～追原地域は，とくに構成鉱物などにっい

は，各地域間の対比について検討する．　　　　　　　　　　　て降灰時の性質と異なっている可能性を示す．これは，吉川

　佐野～会所地域，横瀬～追原地域，折木沢～小志駒地域の　　　ほか（1996）で記載されたユニットBの上位にある再堆積成

3っの地域はそれぞれ岩相が異なっている．記載岩石学的性　　　火山灰からなるユニットCの重鉱物組成が，ある一定の記載

質にっいて，吉川ほか（1996）はユニットによって異なるこ　　岩石学的性質を示さないものの，角閃石や黒雲母などが多

とを示しており，折木沢～小志駒地域に認められるこれらの　　　く，降灰後の移動の少ないユニットA1，　A2，　Bと異なってい

ユニットに対応するユニットは佐野～会所地域，横瀬～追原　　　ることと整合的である．

地域に見られないため，ユニットによる対比をすることはで　　　　以上のことから，層序学的に矛盾がなく，記載岩石学的性

きない．全体的に見れば，火山ガラスの屈折率は1．500－1．504　　質は降灰ユニットと再堆積成ユニットの関係から，本研究で

付近を主体とし，1，550付近の高屈折率ガラスを含む層準と　　記載したすべての地点のKd　38火山灰層は従来の研究（三梨
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ほか，1961；伊藤ほか，1992など）通り対比することができ　　　高屈折率火山ガラスを含まないが（吉川ほか，1996），佐野～

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会所地域では層準によって高屈折率のものを含む層準と含ま

　本論ではKd　38火山灰層の模式地を君津市追原の小櫃川　　　ない層準が存在する．このことは，佐野～会所地域は層準に

支流に設定したが，模式地のKd　38火山灰層は再堆積成火山　　　よって再堆積したユニットの違い，すなわち，堆積した時代

灰からなる．それに対し，広域対比の行われている君津市折　　　の違いを表しているといえる．長橋ほか（2000）は，近畿・

木沢の小櫃川支流は降灰時の岩相をよく保存している地点と　　東海・新潟地域のユニットcが，ユニットBを降灰させた

いえる．また，君津市法ノ木もユニッ．トA1，　A2をレンズ状　　　火砕流堆積物の非溶結相の再移動・流下・堆積したものとし

に挟むが，すべてのユニットが存在している．さらに，法ノ　　　ている．このことは，ユニットCが火砕流堆積物の再堆積成

木ではユニットA2とBの間に吉川ほか（1996）で記載され　　火山灰からなるものととらえることも考えられるが，本論で

ていない黒色粗粒火山灰層を挟む．　　　　　　　　　　　　　はユニットCを単にユニットBの降灰後に起こった再堆積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によるものと考える．佐野～会所地域を通して基底部は，シ
　　　　　　　　　降灰と堆積した順序
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルト～極細粒砂サイズの火山灰からなり，高屈折率火山ガラ

　広域対比の行われているKd　38火山灰層とその相当層は　　　スを含まない．これらから堆積時期を決定することは難しい

降下後の再移動がほとんどない白色細粒火山灰からなるユ　　　が，基底部よりも上位層には高屈折率火山ガラスが含まれ基

ニットAl，粗粒火山灰からなるユニットA2，赤褐色細粒火　　　底部には含まれないことから考えると，基底部はユニットB

山灰部のユニットBと，再堆積成火山灰からなるユニットC　　が降灰するより以前のユニットA1，　A2を起源とする火山灰

という4っのユニットから構成される（吉川ほか，1996）．降　　　の再移動・堆積によるもので，それより上位の大部分はユ

灰時の岩相をよく保存している折木沢～小志駒地域は，ユ　　　ニットBの降灰後の再移動・堆積によるものと考えられる．

ニットA1が3地点で，ユニットA2は関を除く地点で，ユ　　　横瀬～追原地域は高屈折率火山ガラスを含むことから，ユ

ニットBは全地点で観察される．折木沢や法ノ木のユニット　　ニットBの降灰後に再堆積した火山灰からなる．

A1は降灰後の移動がほとんどないが，他の地点では観察さ　　　以上をまとめると，ユニットA1が降灰した後，ユニット

れない．これは，法ノ木でユニットA1がレンズ状に挟在す　　　A2が降灰するが，ユニットA2降灰時は折木沢～小志駒に

ることや上位にあるユニットA2に堆積構造が見られること　　　あたる地域で流れがあり，ユニットA2はやや再移動を起こ

から，観察される3地点以外の地点にあたる地域ではユニッ　　す．また，法ノ木および折木沢以外の地点ではユニットA1

トA1は降灰後削剥され，地層中に保存されなかったと考え　　　が削剥される．その後，法ノ木で見られる黒色粗粒火山灰が

られる．ユニットA2は多くの地点で堆積構造が観察される　　　降灰する．この降灰時にも折木沢～小志駒にあたる地域では

ことから，やや再移動している．その上位にあるユニットB　　流れがあり，法ノ木にあたる地点はその流れによって運搬・

は下部に堆積構造が見られる地点が多いが，全地点で観察さ　　　堆積したが，他の地点では堆積しなかった．これと同時期ま

れることから，降灰初期に弱い流れがあったが地層中に保存　　　たはその前後に折木沢の林道にあたる地点では他の地域に降

されたことを示している，ところで，折木沢の林道沿いにお　　灰したユニットA1，A2が運搬・堆積する．また，佐野～会

いては，ユニットA2とユニットBの問の層準に再堆積成の　　　所地域へも降灰した火山灰が運搬・堆積し，この地域の基底

細粒火山灰および粗粒火山灰が挟在し，特に粗粒火山灰は塊　　　部が堆積する．その後ユニットBが降灰し，折木沢～小志駒

状に白色細粒火山灰を含み，コンボリュート葉理を構成して　　　にあたる地域では降灰初期に弱い流れがあったが再移動はあ

いる．これは，ユニットA2とユニットBが降灰する間に，　　　まりなかった．ユニットBが降灰した後，佐野～追原地域で

他の地点に降灰したユニットA1とユニットA2が再移動・　　は降灰したであろう各ユニットを地層として残さず，遠方や

堆積する時間間隙があったことを示す．さらに，法ノ木では　　周辺に降灰した各ユニットの再移動したものが再堆積成火山

ユニットA2とユニットBの間に黒色粗粒火山灰が存在し，　　灰として堆積した．

このことはユニットA2，　Bの降灰する問にこの黒色粗粒火　　　　ところで，再堆積成火山灰からなる追原～佐野地域のKd

山灰が降灰，堆積したと考えられる．また，これには貝殻片　　　38火山灰層は黄和田層中にあり，黄和田層の堆積相から深海

が見られることなどから再移動した堆積物であろう．っま　　平坦面の環境であったと考えられている（Katsura，1984）．

り，この黒色粗粒火山灰はユニヅトA2，　Bの降灰する聞に降　　　それに対し折木沢～小志駒地域は黒滝層中にあり，陸棚～海

灰，堆積したが，さらにその間に移動，堆積したと考えられ　　底斜面の環境であったと考えられており（Katsura，1984），

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野～追原地域よりも陸側に位置し，より水深の浅い堆積場

　佐野～会所地域や横瀬～追原地域はその岩相から降灰後の　　　であったことが推定される．すなわち，より陸側に近くより

再移動によって堆積した再堆積成の火山灰層であると考えら　　　浅い堆積場であった折木沢～小志駒地域は降灰後の再移動が

れる．ユニットCはユニットBの上位にある再堆積成の火　　　あまりなく，降灰ユニットがよく保存された．それに対し，

山灰からなる（吉川ほか，ユ996）ことから考えると，佐野～　　　より沖合いでより深い堆積場にあった佐野～追原地域では降

追原地域のKd　38火山灰層はユニットCに相当することカ1　　灰ユニットが保存されずより陸側の地点およびその場に降

予想される．ただし，火山ガラスの屈折率について，ユニッ　　灰した火山灰が再移動し堆積したと考えられる．これは，Kd

トBは高屈折率のものを含むが，ユニットA1，　A2は含まな　　38火山灰層の降灰当時の佐野～追原地域にあたる地点の水

いという違いがあり，近畿・東海・新潟地：域のユニットCは　　面から海底までの水域では，深い堆積場まで火山灰降灰時の
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岩相を残すような静かな環境ではなかったことが推定され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
る．さらに，再堆積成火山灰からなる佐野～追原地域内にっ
いても，黒滝層と黄和田層の漸移部分にあたる横瀬～追原地　　　Fish鉱R’V・1961・P「°P°sed　classi且cation°f　volcaniclastic　sedL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ments　and　rocks。β％Z乙0θo乙Soc．4物θ鑑，72，1409－1414．
域は，黄和田層主部にあたる佐野～会所地域よりもより陸側　　　原　　雄・楡井久，1990，黄和田層下部のフィッショントラック年

にあり，より水深が浅かったことが予想される．このことか　　　　代．地質雑，96，397－400．

ら横瀬一追原地域より佐野一会所地域のKd38火山雁の古澤 潔ﾛ調禦環婿糠鷺繋艦ξの統計
層厚が極端に厚くなっていることは，降灰後に再移動した　　　石和田靖章・三梨昂・品田芳二郎・牧野登喜男，1971，日本油田・

Kd　38火山灰層はより水深の深い所へ厚い堆積物をためたと　　　　　ガス田図10「茂原」．地質調査所

いえる．　　　　　　　　臓鋸講角評嘉辱騒麟業騨騨層のシー
　　　　　　　　　　　まとめ　　　　Kat盤，諭。濫、2襯調、r呈器謄騒膿畿：

本論では，三梨ほか（1959）の火砕鍵層Kd38のうち最も川辺鎌g繕購i鴨饗瑞罐酷14｝97嘱緋島中部湊

下位にあり，広域対比の行われている細粒火山灰と粗粒火山　　　　川・小櫃川流域の新生代後期黒滝層にっいて．地学雑，88，281一

灰からなる火山灰層をKd38火山灰層として再定義した．そ　　　　295・
のうえで従来Kd38火恢層とされている13地点1・っいて黒川 ﾄ農翻齢論課提翻火餓雛羅綴
その岩相と記載岩石学的性質を明らかにし，その対比にっい　　　　一中央日本における鮮新世の広域火山灰の検出一．日本地質学

ての再検討を行った・その課類似する岩相1・よって佐野三梨会 |窯講叢自催区の地質一特に岩相の，寺空的広力、

～会所地域横瀬～追原地域折木沢～小志駒地域の3っの　　　　　りについて一地質雑60，461－472．

地域に区分され，それらの地域間は岩相および記載岩石学的　　　三梨　昂・菊地隆男・鈴木尉元・平山次郎・中嶋輝允・岡　重文・

性質が異なっていた．しかし，Kd　38火山灰層の下位にある　　　　　小玉喜三郎゜堀ロ互吉’桂島　茂゜宮下美智夫’矢崎清貫゜影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山邦夫，1976．東示湾とその周辺地域の地質図．特殊地質図20
特徴的な性質を持っKd　38・2火山灰層の対比とKd　38火山灰　　　　（1：100，000），地質調査所　　　　　　　　　　　　’

層のユニット区分による岩相と記載岩石学的性質の関係から　　　三梨　昂・菊地隆男・鈴木尉元・平山次郎・中嶋輝允・岡　重文・

対比されることがわかった．さらに，房総半島におけるKd　　　　小玉喜三郎゜堀口亙吉’桂島　茂’宮下美智夫゜矢崎清貫’影
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　山邦夫，1979，東示湾とその周辺地域の地質説明書．地質調査
38火山灰層の降灰～堆積順序を検討した．その結果次のこと　　　　所glp．

を明らかにした．より陸側に近く浅い堆積場にあった折木沢　　　三梨昂・山内靖喜，1987，地質調査法地学団体研究会，303p．

一小志駒地域はユニ・トA1・Aa黒色粗粒火山灰一・三梨W翫。鬼蘇，ま98a上舗の騰の形成機構地質学論

トBが保存されたが，より沖合いのより深い堆積場にあった　　　三梨昂・安国昇・品田芳二郎1959，千葉県養老川・小櫃川の上

佐野～追原地域は降灰後の再移動によって堆積した．ただ　　　　総層群の層序．地調月報，10，82－98．

し・佐野一会所地域と横瀬一追原繊の騨・麟な違いが三梨 q難縢自梨ll繍騨錨鷺吉墜lb訊撫
あり，より水深の深かった佐野～会所地域に大量の火山砕屑　　　　　田・ガス田図4富津一大多喜（1：50，000）．地質調査所

物が再堆積した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長橋良隆・里口保文・吉川周俺2000・本州中央部における鮮新・更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新世の火砕堆積物と広域火山灰層との対比および層位噴出年代．

　　　　　　　　　　　謝　　辞　　　　　　　　地質雑・106・51－69・　　　　　、　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新妻信明，1976，房総半島における古地磁気層位学．地質雑，82，

　三梨　昂島根大学名誉教授には上総層群の火山灰層にっい　　　　　163『181・

て現地でご教示いただいた．鶴大学の驕良隆助鞭には゜da k㌶二1二1監。鑑kl盤欝n翻蓋礁1臨3畿
野外で議論していただいた．静岡大学の新妻信明教授，秋田　　　　Japan．　Sc孟Rの，　To海o肱σ漁，2忽s翫rOθ。Zλ48，1－72．

大学の佐藤時幸助教授，日本天然瓦斯興業株式会社の三田　　　佐藤時幸・高山俊昭・1988・石灰質ナンノプランクトンによる第四系

転には黄和礪中のKd38火山灰層にっい繭位置な坂倉繧帯鷺準裳誹籍1厳繕羅あ1）．地雛、a

どの情報を教えていただいた．特に静岡大学の新妻信明教授　　　　685－712．

には柱状図を見せていただいた．また，2名の査読者からは　　　里口保文19％上総層群中゜下部の火山灰層序地質維101・767－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　782．
有意義なご指摘をいただいた・特に1名の査読者からのこ指　　　富田裕子．黒川勝己19肌新潟地域における魚沼層群の辻又川火山

摘により，議論が深まった．以上の方々に厚くお礼申し上げ　　　　　灰層と房総半島の火山灰鍵層Kd　38の対比．地球科学，51，377一

ます．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　381・　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺真人・檀原　徹1996，房総半島上総層群のフィッショントラッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク年代．地質雑，102，545－556．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wentworth，　C．　K．，1922，　A　scale　of　grade　and　class　terms　for　clastic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sediments．　Jo獄060乙，30，377－392．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川周作，1976，大阪層群の火山灰層について．地質雑，82，497－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　515．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川周作・里口保文，長橋良隆，1996，第三紀・第四紀境界層準の広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域火山灰層一福田・辻又川・Kd　38火山灰層一．地質雑，102，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　258－270．
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（要　旨）

里口保文・渡辺真人・中条武司・片岡香子，2000，上総層群下部に挟在するKd　38火山灰層一房総

　半島におけるその対比の再検討一，地質雑，106，189－204．（Satoguchi，　Y．，　Watanabe，　M．，

　Nakajo，　T，　and　Kataoka，　K．，2000，　Kd　38　volcanic　ash　bed　intercalated　in　the　lower　part　of

　the　Kazusa　Group　in　the　Boso　Peninsula，　central　Japan：Reexamination　for　the

　correlated　volcanic　ash　bed．訳）π乞θθo乙Soc諏1）αクz，106，189－204．）

　鮮新一更新統境界付近に挟在する広域火山灰層として重視されている，上総層群下部の火砕鍵

層Kd　38をKd　38火山灰層として再定義し，房総半島東部から西部に至る13地点において対比

の再検討を行った．Kd　38火山灰層は調査を行った各地点において，岩相および記載岩石学的性

質が異なるが，佐野～会所地域，横瀬～追原地域，折木沢～小志駒地域の各地域内での岩相およ

び記載岩石学的性質はほぼ類似する，さらにそれぞれの地域間においては，下位の特徴的な性質

を持っKd　38．2火山灰層の対比とKd　38火山灰層のユニット区分による岩相と記載岩石学的性質

の関係から対比される．このような各地点におけるKd　38火山灰層の岩相や記載岩石学的性質

の違いは，降灰後の堆積過程の違いを反映している．
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Appendix　Index　maps　showing　the　sampling　points　of　the　Kd　38　volcanic　ash　bed（a　part　of　1：50，000　map　of

“Kazusaohara”，“Otaki”and“Futtsu”published　from　Geographical　Survey　Institute　of　Japan）．


